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    既存の各教科・道徳・総合的学習の時間において実施されている対話型授業に関
する研究 
 〇 対話型授業の学習方法に関する研究 
    対話型授業の質的向上のための学習方法の工夫に関する研究 
    実施された対話型授業の分析による学習効果に関わる研究 
 〇 対話型授業の基本理念に関する研究 
    対話型学習の基本理念である協同学習に関わる研究 
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know)、為すことを学ぶ( Learning to do)、（他者）と共に生きることを学ぶ（Learning 































表 1-1 日本国際理解教育学会による国際理解教育の目標構造 
 目標の類別             項 目 
 体験目標 （人と）出会う、交流する、（何かを）やってみる、挑戦する 
（社会に）参加する・行動する 
 知識・理解目標 文化の多様性、相互依存、安全・平和・共生 













































































































表 1-2 先行研究の考察から抽出されたグローバル時代に人間形成に関わる用語 
    グローバル時代に人間形成に関わる用語 
 黎明期 
（ 1940 年 代 ～
1960年代） 
外国理解 人権の尊重 国連活動の理解 平和維持 
 
 啓蒙期 
（ 1970 年 代 ～
1990年代） 
寛容、相互尊重、正義と自由に関する関心、他者への思いやり 
人間を尊重 文化間理解 未来への教育 理性や苦しみや喜びを
もつ具体的な人間としてみる 現実世界の諸問題に主体的、積極
的に取り組み 文化・人間・世界の現実への理解 グローバルな
視野からの教育活動推進 学習の4本柱 21世紀の人間形成 平
和、人権、民主主義のための教育 未来指向性 持続可能性 
 拡大期 














































































































① 相 互 
② 多 様 
③ 有 限 
④ 公 平 
⑤ 責 任 
⑥ 協 調 
【ESD の視点に立った学習指導で重視する能力と態度】 
①つながりを尊重する態度     ②批判的に思考・判断する力 
③未来像を予測して計画を立てる力 ④コミュニケーションを行う力 
⑤多面的，総合的に考える力     ⑥責任を重んじる態度 
⑦他者と協力する態度 
【ESD の視点に立った学習指導を進める上での留意事項】 
  ①教材のつながり   ②人のつながり   ③能力・態度のつながり 
教科・分野・単元等の目標・内容・評価規準等に付加・関連付け 
図 1-1 ESD の視点による学習指導を進める上での枠組み 





























表 1-3 グローバル時代の人間形成に関わる資質・能力・技能（ESD及び 21世紀型能力） 
























































































































の「民主的市民(Education for Democratic Citizenship)」に示されたような「多


















































































































































Nations Educational, Scientific and Cultural Organization）に長く勤務し、
国際的な場で多彩な活動をしてきた千葉杲弘は「共生とは、自然と人間との共生、
宇宙の秩序との共生の意味を包含する。いま新たな時代の教育と注目されている持


















































































































                                                   
５３ 森戸辰夫『日本教育の回顧と展望』, 教育出版, 1959 年 











東京法令出版社, 1983 年、内海巌『国際理解教育の研究』第一法規, 1973 年、永井滋郎
「ユネスコ協同学校計画専門家国際会議に関する報告」, 『広島大学教育学部研究紀要』
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表 2-1 対話と会話のちがい 
 目的 性格 雰囲気 話題 結果 
対話 問題解決・創発 
自己伸長 










































































































































































































































































































◆ 身体行動     身体の動き 顔の表情 アイ・コンタクトと凝視 
◆ 身体特徴     魅力 体臭 頭髪 口臭 皮膚の色 
◆ 空間の使い方   対人距離 縄張り 
◆ 接触行動     撫でる 叩く 握手 
◆ 準言語      声の特徴 感情や体調からでる音間・沈黙のメッセージ 
◆ 人工品      衣服 装飾品 
◆ 環境要素     建物 室内装飾 色 温度 音 
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多様性  多様性・差違性の尊重と活用 多様な他者との対話 
関係性  他者との対話 視野の拡大 システム論・システム思考 
 統合の思想 叡智の共創 
自己変革・成長  自己との対話 複雑系の科学（自己再組織化論） 
 沈黙の時間の活用 混沌・混乱の活用 不確実性の尊重  
主体的行動力  問いの生起 話題の重要性 対話スキルの習得 
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に，次の具体的な手立てをする。（  ）は具体手立てである 
① 現地の内側から理解する  （学校内部から観察し） 
② 現地で問いを発見する   （教職員とともに課題を発見し） 





































































































































































































2012.5.10.16-18 校長 校長室 対話型授業の実践研究への取り組みの契
機と基本構想 
2012.5.10.18-19 研究主任 校長室 「思考力を高める」ことについて各教科
で記述をした契機 
2012.6.8.18-19 研究主任 校長室 「先輩教師から学ぶ」企画の目的と内容 
 各教科における対話型授業の推進 





































































 2013 年 4 月 26 日に開かれた研究全体会の記録には、Ａ校の実践研究の新たな課題につ
いて論議が記されている。以下に研究全体会の記録文から主な発言を抜粋してみる。 

































































  単元導入の工夫 単元の見通しをもたせる 
〇 「仲間との対話」と｢自己との対話｣を意図的に組み入れた学習展開 
  意図的に設定する仲間との対話 多様な対話形態の活用 
  学習内容を高次に達成するための対話の活用 
〇 ｢対話｣の機能を生かすための教師に見取りと働きかけ 
  意図的集団構成 立場を明確にした｢対話｣ 「対話」の可視化 











































































































































































































































































表 4-3 Ａ小学校のグローバル時代の人間形成を希求する対話型授業研究の推進の状況 




















































   ５ 学校全体で重要性を共通理解し、教育活動の頻度が高い 
   ４ 学校全体で重要性を共通理解し、教育活動を折に触れ行っている。 
   ３ 学校全体で重要性を認識しているが、教育実践を行うことは稀である。 



























































2-2  対話の基礎力の向上を指向した実践研究 
  Ｍ小学校では、対話の基礎力の向上と一人ひとりの児童の自己肯定感を高める
ことを主たる目的とし、対話型授業の実践研究に取り組んできた。 
  学校の概要及び研究の概要は以下の通りである。 
 
2-2-1. 学校・研究実践の概要 2011年～2013年度の研究 
⑴ 学校の概要を確認しておきたい。 
丹沢山系の東端に位置し、自然豊かな学区域にあるＭ小学校は、丹沢山系の東端に位置




















































































2-2-3. 二年次の研究  国語科における対話の活用、さらに対話の基礎力への着目 
 2012 年『研究紀要』には 2012 年度の研究では以下の３つの柱（中心的学習活動）をた
て、研究に取り組んだことが記されている。 
➀ 対話・スピーチ活動 
スピーチ練習 内なる対話、合意形成をもとめる対話 合意形成を求めない対話 
② 読書活動 






































































⑵ 2013年度 Ｍ小学校の対話型授業研究の内容 











図 4-1  M校の「話すこと」に関する実態調査結果 
 







































































































































































































表4-5  Ｍ小学校のグローバル時代の人間形成を希求する対話型授業研究の推進の状況 
視点          関連する実践活動 評価 
 




































































































































































































2013.11.11.15-17 副校長 校長室 三年次の実践研究が共通理解され
るまでの経緯 
























































































































































































































































































































































ると、関係がぎくしゃくしてしまうかもしれない  （資料 2 B児の日記） 
真剣…。むだな時間だった。みんなが真剣に話し合っていなかった。だから、とても
むだな時間だった。僕たちだってもう 5年生だ。今のままで本当にいいのか。 

































2015 年 10 月 5 日に Ｋ小学校を訪問し、現在のＭ副校長およびＴ研究主任と面談し、
2014年度以降の研究の推進について説明を受けた。その概要は以下である。 


























































表 4-7 Ｋ小学校のグローバル時代の人間形成を希求する対話型授業研究の推進の状況 



















A 自分と友達の考えを比べながら共通点や相違点に気付く B 自分の
考え方を振り返りみつめなおす         
A 自他の思考や心情を表現しようとしていること。 B 他者の思考を推
察し理解していること C 他者の心情を共感的に理解していること        
A 課題解決への意欲をもつ B 比較・分類・関連づけの視点をもつ 
C 言語を視覚的に支える表現の場である         
A 互いに考えを補い話し合いをしていること B 自己の成長に気付い
ていること C 話し合う視点が明確になっていること 
 多様性を生かして新たな叡智を共創することが本校の研究の目的であ










































































































































表 4-8：MC 校での聴き取り調査の概要 
 年月日 時刻 調査対象者  場所   主な聴き取り内容 




2014.3.17  16-17 研究主任 校長室 対話を活用した実践研究を開始し
た経緯 















































































































































































＜事例 実践研究の具体化に向けての研究推進委員会での論議３２３ ＞ 
135 
 































































































































②  生徒へのアンケート調査にみるＭＣ中学校の実践研究の成果 















































国語科  ２年「ディベート」３年「笑いを斬る」 
社会科  ２年「日清・日露戦争と近代産業」 
数学科  １年「資料の活用」 ２年「一次関数の利用」 
理科   １年「大地は火をふく」 ２年「空気中の水の変化」 
音楽科  ３年「世界の国歌と日本の国歌」 
美術科  ２年「クラスで協同制作しよう」 
技術科  ３年「デジタル作品の設計と制作」 
家庭科  １年「家族のためにおいしいおにぎりをつくろう」 
英語科  １年「現在進行形」 
学級活動 ３年「自己表現とコミュニケーション」 





















 〇 学習案 






















































































































表 4-9  ＭＣ中学校のグローバル時代の人間形成を希求する 
対話型授業研究の推進の状況 































































































































































表 4-10 グローバル時代の対話型授業研究分析の視点による各学校の結果の一覧 
 視点  Ａ校   M校   K校  MC校  合計点 
 ➀   ３   ５   ２   ２  １２ 
 ②   ５   ４   ２   ２   １３ 
 ③   ５   ２   ５   ５  １７  
 ④   ５   ４   ４   ４  １７ 
 ⑤   ５   ２   ４   １  １２ 
 ⑥   ５   ５   ３   ３  １４ 
 ⑦   ４   １   ５   ３  １３ 
 ⑧   ２   ２   ２   ３   ９ 
 ⑨   ２   ４   ２   ３  １１ 
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イ 環境設定： 聴き合う関係 受容的雰囲気 
ウ 話題設定： 多様な視点から論議が可能な話題 問の生起 
エ 対話の組織化： 自己内対話･他者との対話 ペア・グループ・学校全体  
意図的対話集団づくり 
オ 思考の深化、視野の拡大及びその継続： 差違や対立の活用 教師の揺さぶり  
時間の活用（沈黙･混沌･混乱）イメージ･共感力の錬磨と活用 
カ 模倣の学習法：教師による説明 映像資料 モデル演技 






























表 5-1 実践研究から導き出される具体的手立て一覧 
➀ 対話の活性化のため物的・人的な受容的雰囲気の形成 
A 校 Ａ校 全員の対話力を高めるためには個の指導を強化する 導入時の工夫 










K 校 物的・人的な配慮による受容的雰囲気作り 
MC 校 挨拶の奨励 雰囲気づくりに大切さ他者への否定的・侮蔑的発言への是正、 
 
② 多様な意見、感覚・体験をもつ他者との対話機会の意図的設定 
A 校 意図的に設定する集団構成 立場を明確にした「対話」 
M 校 児童が苦手と感じていた公的な場で論議することや，たくさんの人の前でスピーチ
する 
K 校 ランダムなグループ構成 














M 校 社会を変える対話 





B 自分の考え方を振り返りみつめなおす   
A 自他の思考や心情を表現しようとしていること。 
B 他者の思考を推察し理解していること 
C 他者の心情を共感的に理解していること  
A 課題解決への意欲をもつ 
B 比較・分類・関連づけの視点をもつ 
C 言語を視覚的に支える表現の場である         
A 互いに考えを補い話し合いをしていること 
B 自己の成長に気付いていること 
C 話し合う視点が明確になっていること  








M 校 さまざまな対話の形態を組み合わせる「システム化」 








A 校 「対話」の可視化  思考を深める自己再組織化の時間の重視 
M 校 読書の奨励 
K 校 思考の過程を書かせる 考えの方向性が定まらず立ち止まって考えようとしてい
る状態を思考の深化のときと位置づけており、沈黙の時間が活用されているとイメ
ージできる。 
















A 校 批判や異見、対立を活用 
M 校 体育美術での活用 
K 校 考えを整理する まとめる 分からないことを知る つながりを考える 別の考
えを探る はっきりさせる 理由づける 考えをよりよくする 根拠を確かなも
のにする 
選択する 考えを絞る 様子をとらえる 可能性を検討する 発想を広げる 
矛盾を解消する等 
MC 校 関連記述なし 
 







M 校 参加型掲示物（付箋を使って自由に参加できる掲示物） 
日常的に自分たちが掲示物をつくる活動 
K 校 クリティカル・リーディング（特別活動） 
MC 校 言語で説明することで、かえって崩れてしまう面もある 
  
⑩ 他者の心情や立場への共感・イメージ力の錬磨と活用 





MC 校 共感(国語)五感を使っての応答(体育) 
 
⑪ 対話の基本技能の習得と活用 
A 校 対話における自らのコーディネート力を高める。 
M 校 音読・暗誦・漢字の読み書きなどの基礎的な力の定着 
1分間スピーチ 内なる対話 追求型対話 ブレーンストーミング ディベート 
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百冊読書の木 「おすすめ本」紹介カード 読書週間 アニマシオン 
エプロンシアター 読み聴かせ 書く活動 

























































































3-1.  調査・検証方法 
3-1-1. 対象校および配慮事項  
調査対象校は新たな協力校を依頼し、対話型授業の実践に取り組んでいる３校
とした。対象校はそれぞれ,国語科・算数・持続可能な開発のための教育の実践


















































 年月日 時刻 調査対象者  場所   主な聴き取り内容 
2015.9.18  16-18 
 





























































表 5-3 Ｓ小学校の検証授業（国語）の分析 
     
学習指導の手立て 






















































































































































































































力 ESDで育てたい力を低、中、高学年ごとに定めることで、学習過程と 評価の関係が 
明確になった。ユネスコスクールに加盟し、グローバル時代の人間形成を希求し、ユネ
スコスクールの４つの視点 ・環境の教育 ・多文化理解 ・国際的な協力・人権、命の
教育を意識した授業展開を行ってきた」３４９。 


























表 5-4 Ｙ校での実践の分析内容 



















































































































































 年月日 時刻 調査対象者  場所   主な聴き取り内容 
2015.9.17  17-18 
 















































⑶ 12 の視点の有用性の検証 
表 5-6 ＭＭ小学校の検証授業（算数）の分析 
     
ア 学習指導の手立て 


































































































































































































































































 MM校では授業後、授業者 A教諭に以下の通り聞き取り調査を行った。 
 
表 5-7 MM校での聞き取り調査の概要 
 年月日 時刻 調査対象者  場所   主な聴き取り内容 
2015.9.29  15-18 
 
授業者 校長室 算数科の検証授業後の省察 
グローバル時代の対話型授業の12
の要件の妥当性・有効性 





































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
３３６ 黒羽正美「『当事者性』をもった教育実践研究とは何か」日本学校教育学会『学校教
育研究』30, 2015 年, p.134 
３３７ 石田真理子「教師のリーダーシップにおける『同僚性』の理論とその実践的意義」
東北大学大学院教育学研究科『東北大学大学院教育学研究科研究年報』,第 60 集 第 1
号, 2011 年, p.419 石田は教育リーダーシップについて包括的に論じているトニ ・ープ
ッシュの分析にもとづき「同僚性」の理論を分析し、同僚性の機能を確認し、この分析
を踏まえて、中高一貫校の教員を対象として聴き取り調査を行った。 
３３８ 同上書 p.423 
３３９ 前掲書 p.419 
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